
大阪港開港150年記念事業 事業予算（案）～ 大阪港開港150年記念事業推進委員会負担分 ～ 資料②

※ 協賛金やふるさと寄附金を募集

事業費
約1億円＋α

事業収入
約9,000万円＋α

事業を更に充実させる
ために・・・

プラスα

約1,000万円

大阪港振興基金
からの支出（予定）

約9,000万円

その他経費

約2,300万円

式典・イベント等経費

約7,700万円

費用内訳

イベント経費

① 大阪港開港150年を市民の皆様と 約200万円
ともに祝います。

・大阪港みなとまつり
・練習船等の一般公開
・ﾒﾙﾎﾞﾙﾝ/大阪ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾝﾄﾞﾖｯﾄﾚｰｽ など

② 先人たちの功績を称え、感謝します。 約300万円

・西村捨三翁銅像献花式
・歴史展示会
・公文書館展示 など

③ 大阪港への愛着を深める機会と 約100万円
します。

・大阪港見学会
・開運なんでも鑑定団 出張鑑定大会
・コネコレロック など

④ 港間の国際交流等を通じて大阪港港勢 約5,000万円
伸長の契機とします。

・大阪港開港記念式典・祝賀レセプション
・アジア諸港意見交換会
・シンポジウム など

⑤ 港への集客力を高め、臨海地域の活性 約1,700万円
化に寄与します。

・TASUKI ～往来の港へ～
・Sports Funs Festival in Maishima
・海遊館主催事業

⑥ 大阪港の将来を見据え、魅力・役割を 約400万円
再認識します。

・子ども達を対象にした大阪港見学会
・海の写真、絵画コンクール
・水陸両用車による舟運事業

その他経費
・記念グッズ製作
・出版関係
・PRにかかる経費 など

※ 本資料はあくまでも現時点での試算であり、今後、事業の追加や変更等により、資金計画が変更する可能性がある。

事業を更に充実させる
ための必要な財源


